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論文題目

Significant Association Between the Progression of Coronary Artery 

Calcification and Dyslipidemia in Patients on Chronic Hemodialysis 

（慢性透析患者における冠動脈石灰化の進展に及ぼす

（： 脂質代謝異常の意義について）
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（ 論文題目 ） 

Significant Association Between the Progression of Coronary Artery 

Calcification and Oyslipidemia in Patients on Chronic Hemodialysis 

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的水

準についで慎重に検討し、以下の審査結果を得た。

1.研究の背景と目的

冠動脈の石灰化は動脈硬化の一つの指標と考えられ、電子線 CT撮影により算出さ

れる冠動脈石灰化指数 (Coronary 紅•tery Calcification Scoring,CACS) によって

定量的に評価できる。 CACSは動脈硬化のプラーク量、冠動脈危険因子、冠動脈病

変枝数とよく相関することが知られている。維持透析患者は心血管死が多いが、

CACSに関する成績は少なく、その臨床的意義はよくわかっていない。本研究は、

維持透析患者において CACSの進展に関与する因子を解析し、心血管疾患発症抑

制のための基礎資料を得るために行われたものである。

2.研究内容

中部徳洲会病院で維持透析を施行中の患者で CT撮影が得られた 24人を解析の対

象とした。平均年齢 53土14歳、平均透析歴 64士69ヶ月、男性 15人 (63%）、高血

圧 21人(87.5%）、糖尿病 6人(25%）、脂質代謝障害 12人(50%）、喫煙者 9人(38%)

であった。電子線 CTを用いた冠動脈石灰化の評価は Agatstonらの方法に基づい



て解析した。フオローアップ CTは 17士3ヶ月の間隔で撮影したところ、 CACSは

449土605点から 669士894点へ増加した。冠動脈石灰化の進行 (ACACS)は220±78

点であった。△CACS を中央値 100 点で、高度進行群 (ACACS~lOO 、 n=12) と

低度進行群 (ACACS<lOO、n=12)の2群に分けて解析したところ、高度進行群

では脂質代謝障害が有意に多く認められ、中性脂肪 (198士65mg/dl vs 103士50

mg/ell、 p=0.001)が高値で HDL-C(46土11mg/dl vs 60±18 mg/dl, p=0.04)が低値

であった。その他の臨床背景、脂質代謝因子、骨代謝因子、電解質には有意差はみ

られなかった。

中性脂肪の高値と HDL-Cの低値は uremicdyslipidemiaといわれ、維持透析患

者の特徴的な脂質代謝障害とされている。本研究は、 uremicdyslipidemiaが冠動

脈石灰化の高度進行に関与している可能性を示唆している。

3.研究成果の意義と学術的水準

本研究は、 uremicdyslipidemiaの冠動脈石灰化の進展への関与を初めて臨床的に

報告したものである。維持透析患者における動脈硬化の進展の可能性と予防を考え

る上で有意義であり、その研究成果は国際的に認められる高水準にあるもの判断さ

れる。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。


